
ロシアによるウクライナ侵攻は国家が暴力装置として機能する恐ろしさを見せつけました。平和を願う市

民を一顧だにしない権力の暴挙に、これはいったい現実なのかと目を疑うばかりです。1989 年にベルリン

の壁が崩壊し、人々はあらゆる対立が融解する未来に期待しました。しかし、現実はそうなりませんでした。 

それでも人は互いを信じ生きていくでしょう。戦場と化したウクライナの地では今も医療や介護の現場で

多くの職員やボランティアが避難困難者を懸命に支えているに違いありません。紛争、感染症、自然災害…、

私たちを苦しめる禍は尽きませんが、福祉が途絶えることもまた決して無いのです。 理事長 田中研吾 
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理事会の開催 および 決議報告 ほか 

◆ 2022年 1月 26日 理事会 可決議案 

第 1号議案 法人本部施設 法人本部施設 屋上

陸屋根防水工事、2階ルーフテラス

防水工事、2階ベランダ防水工事、

外部鉄骨階段防水工事計画（案） 

・当該施設の屋上陸屋根防水工事、2階ルーフテラ

ス防水工事、2階ベランダ防水工事、外部鉄骨階

段防水工事、計 4箇所の防水工事の必要性があ

り、事業者選定、工事実施を提案する。 

第 2号議案 就業規則（青い鳥 青い鳥初芝教室 

ショートステイあかね 相談支援事

業所青い鳥） 及び 就業規則（ヴ

ィラージュあゆみ ヴィラージュあ

まね）改正案 

・2022年 2月 1日付で、①福祉・介護職員処遇

改善臨時特例交付金による賃金改善、②準職員の

制度廃止、③事業限定職員の制度創設、を実施す

るため、就業規則の改正を行う。 
 

◆ 2022年 2月 17日 理事会 可決議案 

第１号議案 評議員会の決議を求める提案 

・下記要領で評議員会を招集し決議を求めることを

提案する。 

１、招集日時 2022年 3月 21日（月曜日・

祝日） 午前 10時 30分 

１、招集場所 大阪府堺市東区日置荘西町 8丁

1番1号 社会福祉法人こころの窓 青い鳥 

１、議題 及び 議案 

     第 1号議案 2022年度事業計画（案）

承認の件 

第 2号議案 2022年度収支予算（案）

承認の件 

 

 

■「堺市社会福祉施設整備資金借入金利子補助金」

交付決定 

令和 3年度「堺市社会福祉施設整備資金借入金利

子補助金」について、10 月 29 日付堺市補助金確

定通知書にて 27,000円の交付決定が通知された。 

■グループホーム不動産取得税の非課税通知 

すごう第一ホーム、すごう第二ホーム（ともに所

在は堺市美原区菅生 873-1）について、11月 24

日付不動産取得税非課税通知書にて大阪府泉北府税

事務所より不動産取得税が非課税となることが通知

された。 

■「堺市障害者短期入所事業運営費補助金」交付決

定 

令和 3年度「堺市障害者短期入所事業運営費補助

金」について、11 月 25 日付堺市補助金交付決定

通知書にて 3,363,000 円の交付決定が通知され

た。 

■「堺市障害福祉サービス等事業者に対するサービ

ス継続支援補助金」交付決定および交付確定 

令和 3年度「堺市障害福祉サービス等事業者に対

するサービス継続支援補助金」について、1 月 11

日付堺市障害福祉サービス等事業者に対するサービ

ス継続支援補助金交付決定通知書にて146,000円

の交付決定が通知され、1 月 28 日付確定通知書に

て同額の交付確定が通知された。 

■新型コロナ感染クラスター発生報告および対応

職員処遇 

1月末から 2月初旬にかけ、青い鳥を起点とする

新型コロナのクラスターが発生し各グループホーム

に拡大した。青い鳥は 2/1～2/15まで休所、各ホ

ームは 2、3 週間前後の長期療養支援となった。堺

市の行政検査に加え、当方が独自で進めた検査結果

を含めると実質 60名のクラスターであった。 

10/1～3/15 の主な事業報告 
 幸いにも大きな健康被害につながらず、メンバー

全員が利用を再開している。 

感染リスクが高い中、これらホーム利用者の療養、

経過観察期間を支援する職員に対し、2 年前にコロ

ナ対策で決議した特殊勤務手当に加え、ホテル宿泊

代補助および感染療養見舞金の支給を決定した。 

◆3月1日から日本財団の運営する

CANPAN決済サービスのオンライ

ン寄付サイトを開設しました。 

◆事業への継続的なご支援をよろ

しくお願い申し上げます。 

     寄付サイト 

QR コード 


